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」Pllfi　
員

木
相
子
の
名
の
お
こ
り

離
E
i
a
覧

大
昔
は
︑
花
房
の
坂
か
ら
見
下
ろ
す
今
の
菊
池
平
野
は
全
部
湖

の
中
だ
っ
た
そ
う
で
す
︒

湖
水
は
︑
満
々
と
水
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
︒
そ
の
頃
︑
木
相

う
え
　

ロ
る

子
の
上
ン
原
に
は
'

偉
い
貴
公
子
が
住
ん
で
い
ま
し
た
︒
貴
公
子

は
'

菊
池
の
湖
を
い
つ
も
な
が
め
て
︑
こ
の
水
を
く
り
ほ
し
て
田

兆
E
B

畑
に
し
た
ら
肥
沃
な
土
地
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
︒

J
h
_
,
-

そ
し
て
あ
る
時
︑
水
島
(

七
城
町
)　

の
付
近
を
切
り
開
き
ま
し

た
︒
満
々
と
た
た
え
て
い
た
湖
の
水
は
︑
下
流
に
流
れ
出
ま
し
た
︒

・­J

湖
の
底
は
干
あ
が
り
'

低
い
と
こ
ろ
に
菊
池
川
と
迫
闇
川
が
残
り

ま
し
た
︒

湖
の
底
に
田
畑
が
で
き
て
'

菊
池
平
野
に
な
り
ま
し
た
︒
そ
れ

で
︑
村
人
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
︒

貴
公
子
は
︑
そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
と
村
人
た
ら
の
た
め
に
力
を

しLJ

つ
く
し
ま
し
た
の
で
︑
み
ん
な
か
ら
慕
わ
れ
ま
し
た
︒

貴
公
子
が
死
ぬ
と
︑
村
人
た
ち
は
大
き
な
塚
を
築
い
て
墓
を
つ

く
り
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
太
刀
や
か
ぶ
と
'

よ
ろ
い
な
と
と
と
も

サ
ー
蝣
蝣
蝣
J

に
'

玉
や
鏡
な
ど
た
く
さ
ん
の
宝
も
の
を
墓
の
周
囲
に
埋
め
て
や

り
ま
し
た
︒

蝣

<

­

.

蝣

蝣

蝣

t

こ
の
塚
が
『
二
塚
さ
ん
』
だ
と
'

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
貴
公
子
が
い
た
の
で
︑
木
相
子
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

と
も
言
い
ま
す
︒

いずみゆういち画

菊
池
市
高
齢
者
大
学
編
集

「
続
・
菊
池
む
か
し
む
か
し
」
か
ら
抜
粋



●問い合わせ先●
市　役　所　25­1111
中央公民館　26­1672
市文化会館　24­1101
勤労者体育センター

24­0020
総合体胃館　25­3001
市　水　道　局　25­1811
西部市民センター

25­2627
わいふ一番館　24­6630

・
生
活
保
護
世
帯
の
方
­
保
護

証
明
書

・
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

­
市
民
課
発
行
の
証
明
書
(

証

明
書
を
と
ら
れ
る
時
は
事
前
に

健
康
管
理
課
に
お
い
で
く
だ
さ

い
)

▽
問
い
合
わ
せ
先

健
康
管
理
課
保
健
予
防
係
(

℡
⑳

内線̂
hoo(n)

2

胃
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
よ
う

胃
が
ん
は
'

「
こ
の
と
こ
ろ
減
少

傾
向
に
あ
る
」
と
は
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
'

依
然
と
し
て
日
本
人
に
は
︑

蝦
も
多
い
ガ
ン
で
す
︒

円
が
ん
砧
服
の
カ
ギ
は
'

早
制
党

鼠
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
C　
白
髄
症

状
の
な
い
う
ち
か
ら
年
一
阿
の
定
職

検
診
を
受
け
て
'

門
が
ん
か
ら
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
︒

▽
日
時
・
場
所
­
衷
I

の
と
お
り

▽
対
象
者　

4
0
歳
以
上
の
男
女

▽
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①
問
診
票
(

区
長
さ
ん
を
通
し
て

配
布
し
ま
す
)

②
料
金　

8
0
0
円　

た
だ
し
次

の
方
は
無
料
で
す
︒
証
明
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
︒

・
7
0
歳
以
上
の
方
(

証
明
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
)

・
6
5
歳
以
上
で
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
­
医
療
受
給
者

証

月 日 場 所 対 象 地 区

9′3 ( 水 )

戊 協 水 南 支 所 l 7 : 00一一9‥00 卜糾 . Jー主ノヾ 蝣f­l" ド・・ 山 . 塚 原
­

',・:野 . 鍋 t T­ltii 本 村 . 細 永 ・Bー生 野 . 伊 辛 田水 源 小 体 育 館 7 : 00­ 9: 00

9/ ­4 ( 人 ー

神化 fc i W­ tili 木 平 . 口 向 . 中 原怨 協 河 原 支 所 了 : 00 、.… 0

虚 協 河 西 支 所 t 6 ‥3… ‥仇一一
藤… . 上本 庭 . 卜木 庭

I l
T

老 人ホ I ム ふ じの わ酢 8 ‥10 、9‥30 老 人 ホ ー ム
­

9′5 ( 金 )

I巨 水 小 休 … 26 ‥:3… ‥00 岩 禁 慧 器 豊 F . 伊 か 道 園 . 金 峰 朝 .

! 迫 ーたriー校 区 公 民 館 6 : 30~ 9‥00 ­
i叫辿 間 . 七 坪 . Lr佃 f̂I融 + 野 瀬 . 束 迫 間 . 太 田 .

)蝣蝣'"壮 水 . 大柿 . 平 野

9/ 8 J日

大 琳 寺 集 会 所
i

7: 00 ～̀9‥00 人 琳 、Lf=

­
花 房 校 区 公 民 館 7100 、9‥00 ( 紘)/} 蝣'川 [

l

9′9 ( 火 )

菊 の 池 社 全 体 f ]< 館
­

6: 30 、9 ‥00

1

上l叫 f ・中 i'4 # ­ 卜li q 寺 . 近 . 南 古 間 . 北 古 閑 .

粍 川 . 「rl ミ一一ト トl 遠目巨大 塚
i

野 間 口 集 会 所 6‥30 、8 ‥州 l. ォ l.".l 一一. 神 水 一心 lj話

9′10( ′k )

竜 門 校 区 公 民 館 7‥OOI、V9 ‥00 ­ 、蝣T:' l 、野 . 染 工 . 山 野 . 虎 口 . 中 片 . 雪 野 . 小 楠 野 .

­, 一木 l 帥 内 . ド (,; 閣

や ま び こ 体 刑 iff 7‥00 、9 : 00 川 場 瀬

9′11( 木 ) 戸 崎 小 体 f f 館 7‥00へ 9 ‥00 I 'C )

9′12( 金 ) 汚 少 年 ホ ー ム 7: 00 、9 ‥00
­

'.W ­瀬 1: 町 . 中 町 . 下 町 . 東 正 観 寺

9′16( 火 )

薭 方 公 民 館 6: 20~ 7 : 00 秤 / /蝣・

遊 蛇 口 公 民 館 : 7‥30 ~ 9 : 00 遊 蛇 一二一. 」三祥 寺

文 化 会 館 7: o o~ 9 : oo i i ・片 角 . 築 地

9′17( 求 )
fri 立 体 育 館 ­ 7‥00­ 9 ‥00

I

切 明 . 迎 町 . 中央 通 . 横 町 . 立 町 . 正 院 町 .

北 原 . 立 石

9/18( 人 )
i

l 市 立 体 育 館 ­ 7 ‥00~ 9 ‥00i ­
北 宮 . 西 正 観 寺 . 栄 町 . 袈 裟 尾

●

老
人
医
療
費
が
改
正
さ
れ
ま
す

老
人
保
健
法
の
l

部
改
正
に
よ
り

9
月
1
日
か
ら
次
の
よ
う
に
か
わ
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

受
給
者
の
方
へ

改　　　正　　　後現　　　　　　　　行

・入院1日　9年度1.000円
10年度1.100円
11年度1,200円

(低所得者は　500円/日)

・外来1回　　　　　　500円
(同­保険医療機関等ごとに1月4回を限度)

円　

円　

円　

円

0　
0　
0　
0

3　
6　
0

50円
100円

・外来薬剤(低所得者は免除)
・内服薬　投薬ごとに

1日分につき1種類
2­3種類
4­5種類
6種類以上

・外用薬　投薬ごとに
1種類
2種類
3種類以上　　　　　150円

・頓服薬　投薬ごとに1種類につき10円

8
月
1
日
よ
り
医
療
孜
の
自
己
負

担
額
が
'

衷
I

の
よ
う
に
変
わ
り
ま

した︒こ
の
制
度
改
正
は
︑
今
ま
で
二
級

相
当
受
給
者
に
対
し
て
お
願
い
し
て

い
た
自
己
負
担
を
全
受
給
者
に
お
願

い
す
る
も
の
で
す
︒

な
お
'

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
は
'

本
人
ま
た
は
両
親
'

(
既
婚
者
に
あ
っ
て
は
配
偶
者
)
'

子
ど
も
さ
ん
の
所
得
が
一
定
の
所
得

額
に
満
た
な
い
方
で
t

I　

身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
ま
た

は
二
級
を
お
持
ち
の
方

2　

療
育
手
帳
の
A
l

ま
た
は
A
2

を
お
持
ち
の
方

3　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

一
級
を
お
持
ち
の
方

4　

福
祉
手
当
を
受
け
る
べ
き
程
度

の
障
害
を
お
持
ち
の
方

と
な
っ
て
い
ま
す
︒

ま
た
'

満
6
5
歳
以
上
で
︑
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て

お
ら
れ
る
方
は
'

老
人
医
療
の
該
当

と
な
り
ま
す
の
で
へ　
ま
だ
手
続
き
の

お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
に
申
諭
し

て
く
だ
さ
い
︒

詳
し
く
は
'

市
健
康
管
理
課
医
療

給
付
係
(

寧
⑯　
　
　
　
　

内
線
1

8
4
)　

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
︒

硫黄島に
おける

慰霊巡拝

・入院1日　710円
〔低所得者　300円/日　2か月を限度〕

・外来1月　同一保険医療機関等ごとに
1­020円

老
人
保
健

( 1 ) 「低所得者」とは、市町村民税非課税世撒等
に属する老齢福祉年金受給者。

(2)老人保健の外来一部負担金(500円)は平成
11年度以降、入院一部負担金(1,200円、低
所得者については500円)は平成13年度以降、
1日当たり医療費の伸びに応じてスライド
(2年に1回)0

〔表I〕
蒜 *20 2 0

相 以 未
当 上 溝
受 で の

蒜 2 0

相 以
当 上
受 で

給 方 袷
者 者

0 0
l 畑

入 通
院 院

l l

入 通
院 院 ­

l l
医 医

1 療 1 療
1 覧 1 覧 改

力 機 力 機
月 間 月 間

力 機 力 機
月 関 月 関 正

21 吾 1、 吾 21 吾 1、 吾 後

0 つ 0 つ 0 つ 0 つ
4 き 2 き 4 き 2 き
0 0 0 0
円 円 円 円

平成9年度　硫黄島における慰霊巡拝の概要
実　施　時　期　　　l　予定人員[　申込締切日

8月20日
(期限厳守)

行動予定および行事

10月29日(水) (1日間)　　l
(ただし、前日の午後、　　　　　100人
八王子市内で団結式の予定)

I 「硫黄島戦没者の碑」前にて
追悼式

・硫黄島内巡拝

・Bi詳しいことについては、市福祉課福祉係までお問い合わせくださいO

3



市
道
交
通
規
制
の

お
知
ら
せ

7
月
6
日
～
1
4
日
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
災
害
で
'

次
の
路
線
が
交
通
規

制
と
な
っ
て
い
ま
す
O

速
や
か
に
復
旧
工
事
に
着
手
し
ま

す
が
'

市
民
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
︒　
　

〔
土
木
課
〕

▽
交
通
規
制
個
所

①
薭
方
・
寺
小
野
線　

大
字
小
木

(陣内地内)

②
藤
田
・
叩
森
北
線　

大
字
藤
田

(藤間地内)

・
価
原
・
黒
仁
田
線　
大
字
原
(

原
本

村地内)

④
古
川
・
い
こ
い
の
広
場
線　
大
字

垂
味
(

古
川
地
内
)

家
屋
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
9
年
度
前
期
の
家
屋
調
査
を
'

9
月
中
に
実
施
し
ま
す
o

今
回
の
対
象
家
屋
は
︑
平
成
9
年

1
月
2
日
か
ら
8
月
3 

1
日
ま
で
に
'

新
築
・
増
改
築
が
完
成
し
た
家
屋
で

す
︒
ま
た
'

解
体
し
た
家
屋
も
併
せ

て
確
認
し
ま
す
の
で
'

ご
連
絡
く
だ

さい︒調
査
に
は
'

固
定
資
産
評
価
補
助

負
(

市
税
務
課
職
員
)

が
お
伺
い
し

ま
す
︒
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

※
詳
し
く
は
'

税
務
課
固
定
資
産
税

係へO

∇
受
給
手
続
き

福
祉
課
に
所
定
の
給
付
(

貸
与
)

申
請
書
を
提
出
し
'

給
付
(

貸
与
)

券
の
交
付
を
受
け
へ　
指
定
の
業
者
か

ら
給
付
ま
た
は
貸
与
を
受
け
る
︒
申

論
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
費
用
負

担
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

負
担
額
は
'

次
の
表
の
と
お
り
で

V

4

日
常
生
活
用
具
の

給
付
・
貸
与

「
日
常
生
活
用
具
」
と
は
'

重
度

の
身
体
障
害
者
が
家
庭
生
活
を
営
む

上
で
の
不
便
を
解
消
し
'

自
立
し
た

生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
に
必
要
な

用
具
を
い
い
ま
す
︒

▽
日
常
生
活
用
具
の
種
類
(

例
)

視
覚
障
害
用　

盲
人
用
時
計
'

盲
人

用
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
'

点
字
図
書

聴
覚
障
害
用　

聴
覚
障
害
用
屋
内
信

号
装
把
も　
福
祉
電
話
へ

フ
ァ
ッ
ク
ス

言
語
障
害
川　

挽
滞
用
会
話
補
助
装

㎉
'

フ
ァ
ッ
ク
ス

肢
体
不
自
由
用　
浴
槽
︑
特
殊
寝
台
へ

便
器
へ　
ワ
ー
ド
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー

内
部
障
害
用　
透
析
液
加
湿
器
へ　
ネ

ブ
ラ
イ
ザ
ー

▽
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

▽
窓
口　

福
祉
課
保
護
係

▽
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
へ　
印
か
ん

指
定
業
者
の
見
積
吉

徴収基準額表　　　　　　　(昭和63年4月1日適用)
世 帯 階 層 区 分 j 徴収基準月額 ォi o算基準額

­
A j 生 活 保 護l 法 に よ る J警 竿 .竿 l 竿 帯

I
( 0
0円

( 0)
0円

B F市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯 ( 1′100)
0円 ­

( 110)
0円

­
C 1 市町村民税所得割非課税世帯 ( 2,250) (230)

­( 均 等 割 の み 課 税 ) 2′250円 450円

C2

­

­所得税非課税世軒 .
­

­ 巾J.­J i­j HS ¦:; ,":; .; 'i ., J;' >­: せ市
A

­
i ( Z霊 ­ 霊 Z)R

D l
­所 得税 課 税 世 帯 ! 前年分所得税 4.8OOF55 以下

5 i m m m m ^ m ^D19 ′′ 3,960,001n ­

「 ( 3,450)

3′450円 ­
～ ­

t 全 額 i

( 350)
690円
～

左の月額の10%

( )内は児童分の朝日え成7年7月1日適用)0
i:・同I­月内に同・tO:肺の2 KUA二の身体障害者につき、抑装上土のic付(修即)を行04i介の2人目以降の者につ

いて適用しますo

自　
衛　
官　
募　
集

▼
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
L
t　

平
成
1
0
年

3
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
の
人
へ

ま
た
は
'
1 
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の

人　
(男女)0

▼
受
付
曹
候
補
学
生
　
8
月
1
日
～

9
月
9
日

曹
候
補
士
　
　
8
月
1
日
～

9
月
9
日

二
等
陸
海
空
士　

常
時

(
女
子　

8
月
1
日
­9

月
t
2
日
)

航
空
学
生　
　

8
月
1
日
­

9
月
9
日

▼
試
験

曹
候
補
学
生
一
次
9
月
2
1
日

二
次
1 

0
月
8
日
1
1 

3
日

酉
候
補
士　

一
次
9
月
2 

1
日

二
次
1
0
月
8
日
­
1
3
日

二
等
陸
海
空
士

男
子　

受
付
後
に
指
定
し
ま
す
︒

女
子
　
9
月
2
9
日
～
3
0
日

航
空
学
生　

l
次
9
月
2
3
日

二
次
1
0
月
1
6
日
1
2
2
日

三
次
　
(
坐
)
　
日
月
1
 
6
日
～

1
2
月
1
2
日

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

自
衛
隊
熊
本
地
方
連
絡
部
菊
池
分

駐
所
(

電
話
㊨
<
N
t
­
O
<
M
)

ま
た

は
'

市
役
所
市
民
部
市
民
課
へ
︒

●

●

8
月
は
.

ギliiiy.i苦蒜議liMini
り
ま
す
の
で
'

行
わ
な
い
よ
う
強
く

職
業
選
択
の
自
由
・

就
職
差
別
の
排
除

従
業
員
の
採
用
に
あ
た
っ
て
'

本

籍
・
出
身
地
・
家
族
の
職
業
・
資

産
・
信
条
な
ど
を
聞
い
た
り
書
か
せ

た
り
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
︒
ま

た
'

戸
特
膳
(

抄
)

本
の
捉
出
お
よ

び
身
元
調
速
は
就
職
差
別
に
つ
な
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

各
機
関
'

団
体
'

企
業
に
お
い
て

は
'

適
正
な
採
用
選
考
の
実
施
に
つ

い
て
職
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

・
K

▽
問
い
合
わ
せ
先

菊
池
公
共
職
業
安
定
所
(
S
o
騨
3

・oLO)

大
事
な
契
約
書
や
遺
言
書
な
ど
は

公
正
証
書
に

家
屋
等
を
解
体

し
た
ら
届
け
出
を

あ
な
た
が
所
有
し
て
い
る
家
屋
で
'

こ
れ
ま
で
に
解
体
(
;

一
部
解
体
も
含

む
)　

し
た
も
の
が
あ
れ
ば
'

市
税
務

課
国
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い　
(

滅
失
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る

も
の
は
除
き
ま
す
)
O　
解
体
さ
れ
て

そ
の
ま
ま
届
け
出
が
な
い
と
'

余
分

な
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑
来
任
r
j

の
v
*
I

」
を
売
買
し

た
場
合
も
'

届
け
出
を
し
て
い
た
だ

か
な
い
と
把
握
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
︒
ぜ
ひ
へ　
市
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
o

小
学
4
年
生
1
6
年
生

▽
応
募
規
定　
は
が
き
(

は
が
き
サ

イ
ズ
の
用
紙
)　

を
使
用
し
'

「
親

し
み
の
あ
る
明
る
い
国
民
年
金
」

ま
た
は
'

国
民
年
金
が
世
代
と
世

代
の
助
け
合
い
で
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
︒
画
材

に
つ
い
て
は
色
え
ん
ぴ
つ
へ　
パ
ス

テ
ル
'

切
り
絵
な
ど
自
由
︒

女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

技
術
講
習
会

▽
受
講
資
格　

受
講
後
'

就
業
を
希

望
す
る
女
性
で
'

全
日
程
出
席
で

き
る
人

▽
受
講
料　
無
料

コ
ン
ク
ー
ル

5

公
証
制
度
と
は

不
動
産
売
買
な
ど
の
大
切
な
契
約

書
や
遺
言
書
な
ど
に
つ
き
'

公
証

人
が
公
文
書
で
あ
る
公
正
証
書
を

作
成
し
て
'

ト
ラ
ブ
ル
防
止
を
図

る
制
度
で
す
︒
公
証
人
は
'

長
年
へ

裁
判
官
・
検
察
官
な
ど
を
務
め
た

法
律
の
専
門
家
の
中
か
ら
法
務
大

臣
が
任
命
し
ま
す
︒

公
正
証
書
の
利
点

公
証
人
が
公
正
証
書
を
作
成
す
る

と
き
に
は
へ　
そ
の
内
容
が
法
規
に

か
な
っ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
'

い
ろ
い
ろ
助
言
し
て
く
れ
ま
す
︒

ま
た
︑
金
銭
の
支
払
契
約
で
強
制

執
行
の
条
項
を
つ
け
て
お
け
ば
'

相
手
が
支
払
い
の
約
束
に
違
反
し

た
場
合
'

そ
の
公
正
証
書
で
相
手

に
強
制
執
行
が
で
き
ま
す
︒

∇
問
い
合
わ
せ
先

〒
8
6
ウ
一
熊
本
市
九
品
寺
2
丁

目
1
番
2
4
号
住
友
生
命
熊
本
九
品

寺
ビ
ル
3
F　

熊
本
公
証
人
合
同

役
場

(
℡
O
o
s
y
3
­
0
0
i
X
>
­
*
­
<
M
t
­
O

o
)

こくみんねん曽ん

イメージはがき
コンテスト
肥後狂句コンクール

イ
メ
ー
ジ
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト

▽
応
募
資
格　
県
内
在
住
の
中
学
生
'

▽
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
人

▽
応
募
規
定　

手
笠
吟　

(
自
由
課

題
)

と
し
へ　
国
民
年
金
と
の
ふ
れ

あ
い
や
国
民
年
金
の
必
要
性
も　
年

金
受
給
の
喜
び
な
ど
を
う
た
っ
た

も
の

▽
応
募
方
法　

イ
メ
ー
ジ
は
が
き
コ

ン
テ
ス
ト
'

肥
後
狂
句
コ
ン
ク
ー

ル
と
も
に
へ　
作
品
を
書
い
た
用
紙

に
住
所
へ　
氏
名
'

年
齢
へ　
電
話
番

号
'

勤
務
先
(

学
校
名
'

学
年
)

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
︒

∇
応
募
先　

〒
8
6
2　

熊
本
市
水

前
寺
0
­
2
2
­
­　

熊
本
県
庁
国

民
年
金
課
内
「
イ
メ
ー
ジ
は
が
き

コ
ン
テ
ス
ト
」
係
'

ま
た
は
「
肥

後
狂
句
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

(
℡
o
o
>
0
­
n
o
o
n
­
­
'
­
­
­

l　
内線t­<N(Mt­)

▽
応
募
締
切
日　
9
月
1 
2
日
㊨



8月24日㊥県下一斉に
くまもと・きれいな川
と海づくりデー

入
会
連
絡
協
議
会
'

市
青
年
団
協
議
会
へ

菊
池
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ　
市
河
川
水
授

隊
'

市
生
活
環
境
委
員

○
ゴ
ミ
袋
は
'

市
で
用
意
し
ま
す
︒

※
お
問
い
合
わ
せ
は
'

(℡If­­­­­­

環
境
課
環
境
総
務
係

内線　
<<NLO)

海
上
保
安

大
学
校

学　

校
学
生
募
集

6

川
は
人
に
限
り
な
い
恵
み
を
与
え
へ　
固
有

の
風
土
と
文
化
を
は
ぐ
く
み
な
が
ら
'

生
活

に
潤
い
と
調
和
を
も
た
ら
せ
て
く
れ
ま
す
o

そ
の
大
切
な
〝
川
〃
を
'

私
た
ち
の
世
代

に
汚
す
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
︒

本
年
も
'

市
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
美
し

く
豊
か
な
川
を
守
り
'

後
世
へ
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
'

「
く
ま
も
と
・
き
れ
い
な
川

と
海
づ
く
り
デ
ー
」
が
県
下
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
︒

本
市
で
も
菊
池
川
の
美
化
清
掃
を
計
画
し

ま
し
た
の
で
'

市
民
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
︒

▽
日　

時　

8
月
2
4
日
⑧

午
前
8
時
～
1
 
0
時
(
小
雨
決
行
)

▽
清
掃
場
所　

菊
池
川
河
川
敷
(

菊
池
堰
か

ら
菊
戸
橋
の
間
'

両
岸
約
0
・
4
b
t　

菊

戸
橋
か
ら
長
清
堰
の
問
両
岸
約
0
・
7

km)

▽
集
合
場
所　

朝
日
企
業
㈱
駐
車
場

▽
協
力
団
体　

市
区
長
連
絡
協
議
会
'

市
婦

隈府
/′ーヽ＼

/ ど,: ­つ

国
道
3
2
5
号

大津

・m

///­
朝　日　企業㈱

(r二二1て­ I­1＼/
ノも­　、、

一九　一＼­＼

●　　・tl‥

菊池堰

己tmni
菊戸橋

上赤星

農
業
公
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

8
月
1 

7
日
⑪

■
熱
気
球
(
1
人
1
0
0
円
)8

月
2
4
日
㊥

■
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

水
遊
び
広
場
'

や
ぎ
や
う
さ
ぎ
な
ど
の
動

物
た
ち
に
さ
わ
っ
て
遊
べ
る
ふ
れ
あ
い
牧

場
も　
周
遊
馬
車
︑
花
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

7
月
2
0
日
㊥
～
8
月
3
 
1
日
⑪
ま
で

▽
入
園
料

大
人
3
1
0
円　

高
校
生
以
下
無
料

▽
開
園
時
間　

午
前
9
時
3
0
分
­
午
後
6
時

▽
休
園
日　

毎
週
火
曜
日

大
学
校
学
生

▽
受
験
資
格　

昭
和
5
2
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

▽
第
­
次
試
験
日　

日
月
1
日
・
2
日

▽
受
付
期
間　

8
月
2
8
日
1
9
月
9
日

I.骨ユ
▽
受
験
資
格　

昭
和
4
9
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

▽
第
l

次
試
験
日　

9
月
お
目

▽
受
付
期
間
　
8
月
1
 
8
日
～
9
月
1
日

▽
問
い
合
わ
せ
先

三
角
海
上
保
安
部

(
℡
o
o
s
5
D
­
*
­
w
<
N
­
e
o
i
­
i
o
e
o
)

駐草甥
清掃場所

J

:­­」'': I I I

実車旦
1

・」.

+

<　菊池川　　　　L_.「-　　　二二二二二

下赤星

k一­サ蝶

●

香
車
逢
し

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
か
ら
香

典
返
し
と
し
て
~
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
'

故

人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
︒
〔
敬
称
略
〕

(　
)

内
は
亡
く
な
ら
れ
た
方

○
下
赤
星

○　

亘

○
立　
石

○
薭　
方

○
片　
角

○
北　
原

○
伊
牟
田

○
横　
町

○
高
野
瀬

^
5
?
上　
欣
也

松
本　

キ
ミ

華
g
s
E
E
3
ォ

富
田
マ
キ
ヨ

岩
木　

幸
子

増
水　
畢
生

武
藤
一
之

(
母
チ
ジ
ュ
8
7
)

(
夫
丁
巳
7
9
)

(
父
世
光
4
4
)

(
夫
末
雄
9
2
)

(
央
政
幸
7
5
)

(祖父増美9 
I)

(
母
ミ
サ
ヲ
9
3
)

○　

亘

○
中
央
道

○
上　
町

○
細　
水

○
高
野
瀬

○
高
野
瀬

受　

付

合　

計

●水
上

奥
村

岩
木

中
村

松
村

徳
永

徹
(

母
モ
ヨ
7
6
)

喜
一
(

妹
美
佐
子
5
7
)

中
(

妻
ミ
ヨ
コ
6
7
)

秀
夫
(

父
忠
義
6
9
)

冨
代
(

夫
利
夫
7
1
)

良
夫
(

妻
飡
子
7
)

6
月
2 

7
日
1
7
月
2 

5
日

5
1
万
円

垂
見　
喜
英
(

母
足
祝
ト
シ
粥
)

南
山　
文
和
(

長
男
博
行
1 
5
)

累　

計　

2
2
3
万
n
o
o
0
円

t
顧
寄
付
者

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
じ
の
わ
荘
へ

●
東
正
観
寺　
田
代
良
l　
(

う
な
ぎ
の
蒲
焼

き
5
0
人
分
)

戸
崎
小
学
校
へ

●
九
州
イ
ノ
ア
ッ
ク
株
式
会
社
(

プ
ー
ル
用

㌣巳=>′　　・

㌔.ち_.*蝣..ォ蝣・-' 、 -　シリース①

. ra ra n??i宅・UM ­市魅簿薬草部会­
マイタケ

マイタケはサルノコシカケ
科の茸で、茸狩りの我人がこ
れを見つけ、踊り舞い上がっ
たので、その薪前が付けられ
たとされている。
料理保存法

ほのかな甘い香り・味・歯切れともに最商で、
天ぷら・ホイ/レ焼き・茶わん蒸し・抄め物・煮
物・茸飯などによい。

保存は乾燥、または生のままポリ袋に入れ冷蔵
庫に入れるとよい。
効　能

・免疫力を強化してガンを抑制
・糖尿病、商血圧、眼底出血、せんそくに効き、

肝機能も改辞する。
栽　培

佐渡ケ島からマイタケ完熟原木を取り寄せ、試
作中。 7月いっぱいに伏込み、今秋マイタケが
発生し、その原木で3­5年は収種できる。ホ
ダ木l本から200g­ 1 kg以上発/I:.する。

D・お問い合わせは、
市野潮　時原芳雄さん(℡蝣2318I7)へ。

7

これで完ぺき
食中毒予防策

①
食
べ
物
は
十
分
に
洗
い
'

加
熱
し
て
か
ら
食
べ
る

②
井
戸
水
な
ど
の
生
水
は
飲
ま
な
い

③
調
理
器
具
は
一
つ
の
食
材
を
使
う
た
び
に
熱
湯
消
毒
す
る

④
調
理
後
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
る

⑤
調
理
中
に
食
材
を
盛
り
つ
け
た
り
'

弁
当
を
つ
め
る
と
き
に
は
箸
や
ス

プ
ー
ン
を
使
う

⑥
日
頃
か
ら
よ
く
手
を
洗
い
'

消
毒
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る

⑦
普
段
か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
手
に
便
が
付
着
し
な
い
よ
う
に
'

多

め
に
使
用
す
る

感
染
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
下
痢
が
あ
っ
た
場
合
は
'

た
だ
ち
に
医
師
の
診

察
を
受
け
る●

ベ
ン
チ
4
脚
)

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
r
­
j

め
荘
へ

●
熊
本
市　

花
月
会　

森
雪
子
ほ
か
1 

0
人

(
芸
能
奉
仕
)

●
菊
池
市

掃
奉
仕
)

●
上
赤
星

●
菊
池
市

介
護
体
験
サ
ー
ク
ル
4 
0
人
(

宿

田
尻
早
醔
(

菊
苗
5 
0
本
)

菊
の
会
5
人
(

散
髪
'

清
抽
奉

仕
)

●
菊
池
市
青
年
団　
森
本
直
英
(

建
物
内
部

の
装
飾
奉
仕
)

●
熊
本
北
モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
会
(

金
一

封
)

●
砲
門
小
学
校
3
年
生
'
5
年
生　
(

ふ
れ
あ

い奉仕)

●
上
町　
信
岡
大
助　
(

カ
ラ
オ
ケ
教
室
講

師
)

●
上
長
田　
田
島
哲
郎
(

車
イ
ス
磐
僻
へ　
入

浴
時
移
動
介
助
)

●
佐
陛
保
市　
菊
川
斐
子
(

生
活
介
助
)

●
繭
古
間　
前
田
愛
子
(

ジ
ュ
ー
ス
3
=
0

●
菊
池
縞
校
生
徒
4
4
人
(

柄
掃
︑
対
前
車
什
'

入
浴
時
移
動
介
助
)

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

●
伊
牟　
　

氏
森
隆
三　
(

花
台
1
台
)

●
亘　
田
端
美
江
子
(

カ
ラ
オ
ケ
レ
­
ザ
­

盤
)

中
央
公
民
館
図
書
室
へ

●
大
琳
寺　
小
野
辰
夫
(

図
書
1
0
5
冊
)

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
片
角　
丸
岡
君
枝
(

金
一
封
)

●
紗
菊
池
青
年
会
議
所
(
1
万
­
Q
O
O
0

円
)

9
月　

ォ
ー
ォ
ー
C
M
日
(

水
曜
日
)

菊
池
市
福
祉
会
館
内
­
階
相
談
室
で

午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
3
0
分
ま
で
お

待
ち
し
て
い
ま
す
︒

C
"

無　
料

八
‥
︑
秘
密
は
'

固
く
守
ら
れ
ま
す
︒

◇
詳
し
く
は
'

社
会
福
祉
協
議
会

(
寧
^
i
n
o
o
o
)

へ
︒

ふ
る
さ
と
お
こ
し
基
金

●
川
越
和
子
(
1
万
円
)

〔
累
計
〕　
c
o
c
o
<
M
C
0
万
0
0
0
5
i
>
a
i

円

珊
J
)

の
鵜
計
は
「
ふ
る
さ
と
お
こ
し
基
金
」

に
寄
せ
ら
れ
た
合
計
の
金
額
で
す
O

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率

日
本
l

作
戦

第
3
回
目

滋
秋
の
全
国
交
通
安
全
迎
動

期
間
・
9
月
2
1
日
～
3
0
日

9
月
1
 
9
日
～
2
6
日
　
重
点
広
報
活
動

9
月
2
9
日
­
1 

0
月
1
日　

街
頭
啓
発
指
導
・

取
締
り

1 

0
月
上
旬　

着
用
率
事
後
調
査



ふ
れ
あ
い
健
康
づ
く
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

第
5
回
健
康
づ
く
り

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
'

総
合
的

な
健
康
の
保
持
増
進
と
市
民
の
融
和
を
図
る

た
め
に
開
催
し
ま
す
︒
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
︒

▽
日
　
時
　
9
月
1
 
3
日
㊧
　
午
前
8
時
～

▽
場　

所　

市
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

▽
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

▽
チ
ー
ム
編
成　

­
チ
ー
ム
6
人
ま
で

選
手
5
人
は
'
6
0
歳
以
上
2
人
へ　

6
0
歳
未

満
3
人　

(
小
中
高
校
生
1
人
以
上
2
人
ま

で
)　

で
構
成
し
て
く
だ
さ
い
︒

(
男
女
混
合
で
も
可
へ　
ま
た
年
齢
は
9
月

1
日
現
在
)

▽
申
し
込
み
期
間　

9
月
2
­
5
日

⑧さくな歌の仲間です
⑥ちをあけて楽しくハーモニー

㊨よっとのぞいてみませんか

・vuらない人同士でも気がねはいらない

・⑭なあなたを待っています

㊥なら菊池市民合唱団

竃
謂
頑
船　
人
︑
光
る
︒
­
ま
も
と
者
国
体
甘

先
着
5
4
チ
ー
ム
で
締
め
切
り
ま
す
︒

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
管
理
課
国
民
健
康
保
険
係
③
番
窓

口　

(
内
線
1
0
0
I
O
・
r
­
1
0
0
t
D
)

※
申
し
込
み
・
大
会
要
項
は
'

区
長
さ
ん
宅
へ

ま
た
は
健
康
管
理
課
③
番
窓
口
に
用
意
し
て

い
ま
す
︒

価
と
地
位
を
受
け
て
い
る
世
界
第
l

の
サ
ー

カ
ス
で
す
︒

▽
期
日　

8
月
2
6
日
㊨　

開
演
午
後
7
時

▽
会
場　

菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

請"!蝣・'蝣'j.( 
i.∴圭二r?'

▽
入
場
料
(

前
売
券
)

一
般

小
・
中
・
高
校
生

(
当
日
券
)

一
般

小
・
中
・
高
校
生

▽
問
い
合
わ
せ
先

N
I
O
O
0
円

­
H
O
O
O
0
円

(
M
O
O
O
0
円

(
N
O
O
0
円

市文化会館(℡
⑭­­­oi­i)

に
説
明
会
を
開
き
ま
す

・
8
月
2
4
日
⑧　

午
後
2
時

音
光
寺
集
会
所
(

高
野
瀬
)

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
小
学
の
部　
冨
田　
奈
美

(
℡
㊧
ゥ
0
3
t
~
-
0
5
)

・
幼
児
の
部　

冨
田
よ
し
み

(℡⑭Ocoo5LO)

▽
指
導
春　

吉
里　

純
子

(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
指
導
者
)

耶
ポ
リ
シ
ョ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
・

サ
ー
カ
ス
菊
池
公
演

8
月
2
6
日
㊨

文
化
会
館
で
は
'

夏
休
み
最
後
の
お
楽
し

み
と
し
て
'

「
ポ
リ
シ
ョ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
・

サ
ー
カ
ス
」　
の
公
演
を
行
い
ま
す
︒

ポ
リ
シ
ョ
イ
・
サ
ー
カ
ス
は
'
0
0
0
0

人
の
団
員
を
持
ち
へ　

芸
術
家
と
し
て
高
い
評

討飽帝王議会
国見昌自

性別・職業・年齢・経験は問いませ
ん。
C>練習日時

毎週火曜日　午後8時～10時
B>練習場所　市文化会館第3練習室
>問い合わせ先

林　　淑子(℡C魯3637)
山内　直子(℡魯4747)

親
子
体
操
教
室

参
加
者
募
集

∇
目
的　

親
子
体
操
を
と
お
し
て
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
'

親
と
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を

は
か
る

wsmrサー日昌

・
小
学
の
部
(

市
内
の
小
学
生
)

・
幼
児
の
部
(

満
3
歳
以
上
の
幼
児
)

母
親
も
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

▽
場
所　

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
日
時　

毎
週
水
曜
日

・
小
学
の
部
　
午
後
5
時
～
6
時

・
幼
児
の
部
　
午
後
3
時
3
0
分
～
4
時
3
0

分

▽
会
費　
月
(
N
O
O
0
円

入
会
金　
<
0
0
0
円

保
険
料
は
別
途
徴
収
し
ま
す

▽
定
員・

小
学
の
部　
1
6
人　
(

先
着
)

・
幼
児
の
部　
親
子
2
0
組

▽
そ
の
他　

申
し
込
み
者
の
保
護
者
を
対
象

ご協力ください

24時間テレビ
「愛は地球を救う」

募金活動

●

毎
年
恒
例
の
2
4
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地
球

を
救
う
」　
の
募
金
活
動
が
'

き
く
ち
観
光
物

産
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
︒

今
年
の
テ
ー
マ
は　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」　
で
す
︒

会
場
で
は
'

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
ま
す
の
で
'

皆
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
︒
ま
た
へ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
募
集
し
て
い
ま

す
︒
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
︒

▽
期
日　

8
月
2
3
日
㊧
'
2
4
日
⑧

▽
問
い
合
わ
せ
先

㈲
き
く
ち
観
光
物
産
館
(

℡
⑳
i
n
^
t
t
­
1
­
)

地
球
に
や
さ
し
く
­

こ
の
広
報
紙
は
︑
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
o
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